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コンデンサの容量測定方法

三相コンデンサにおいて右下図のような結線で、 ２ 端子間を順次測定（U-V、V-W、W-U）してください。
異常の早期発見のためには、初期値としてデータを採取し、その後、継続して容量測定実施して比較する
注意点：コンデンサは必ず放電した後に実施（端子間を接地後に端子間を短絡して放電後に測定）

f ：定格周波数(Hz) V ：定格電圧(V)
Ｃ Y、CΔ ：一相当りの静電容量（μF） CUV ：2端子測定容量（μF）

CY = CYa = CYb = CYc CΔ = CΔa = CΔb = CΔc

Y結線の場合 Δ結線の場合

UV

Y結線もΔ結線も2端子の測定容量（CUV）は同じ値になる。
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次ページの測定容量一覧表を参照ください
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静電容量（μF）は
温度でも変化するので
測定値を温度補正して

判定

静電容量診断方法
コンデンサ測定容量一覧 （現行JIS品 1998年～）

判定基準


